
対話手法：グラフィックハーベスティングの実施 

ハーベスティングとは、大切な話し合いを行動につなげるために、プロセスをデザインして実践する

ための包括的な技術のことである。新学習指導要領では、学びに向かう力、自己の感情や行動を統制す

る能力、自らの思考のプロセス等を客観的に捉える力など、いわゆる「メタ認知」に関するものが明記

されており、グラフィックハーベスティングは教育効果としても期待できる。 

第 1回目 【概要】 

「一人ひとりの大切な話を見える化する～グラフィックハーベスティング基礎講座～」と題して、生

徒一人ひとりが主体的に場に参加するための「伝える力」として、話し合いの内容を可視化するスキル

を学んだ。 

 

第 2回目 【概要】 

今回は、テーマを「”私たち”の話し合いをより豊かにする～グラフィックハーベスティング講座～

として、「私たち」がクラスや地域の中でより意味のある形で話し合いを豊かにしていくことができる

「レコーディング」について学習する。「レコーディング」とは、ファシリテーターとともに対話の場づ

くりを担い、具体的には対話の内容を意図的に描いていくことで場に貢献していくスキルである。 

  

 

 

 



対話の手法：ハイポイントインタビュー 

ハイポイントインタビューとは、ペアを組んで、あるテーマに沿ってお互いをインタビューしながら、

「ポジティブコア」と呼ばれる「強み・重視している価値観」などを発見するプロセスです。ハイポイ

ントインタビューでは通常、２人１組となり、１つの問いに対して、片方の人が、プロスポーツなどで

実施されるヒーローインタビューのようにテーマに沿った良さ聞き出していきます。 

 

長田小学校の４・５年生にハイポイントインタビューをして、長田の良さを聞き出して、まとめ・発

表をしている様子 

  

  

  

 

 

 

 

 



対話手法：２４時間物語ゲーム 

 デジタルデトックスキャンプは、家族が本来あるべき姿を構想し、幸せな未来へ導くためのプロジェ

クトです。 

 今回は、椎八重公園という具体的な場所でキャンプをするという手段をとるので、２４時間物語ゲー

ムが有効的である。物語を作るプロセスに参加者の希望や問題点を映しだしていく、「こうなって欲し

い・・・デジタルデトックスキャンプ」「きっとこうなるはずだ・・・デジタルデトックスキャンプ」を

テーマに考えていく。２４時間物語ゲームはできるだけ具体的に考えていくために利用できるプログラ

ムである。 

 

２４時間物語ゲームのやり方 

① 参加者を４人（今回）のグループに分け、テーマに関連したいくつかのイラストや写真資料、それ

らを貼り込む模造紙を渡す。 

② 次に、「デジタルデトックスキャンプｉｎ長田で家族が元気になる！」をテーマにして、キャンプで

過ごす昼、夕方、夜、深夜、朝に何をするかを話し合いながら、イラストや写真を選ぶ。キャンプで

過ごす２４時間物語の材料を作成する。 

③ グループで選んだイラストや写真を２４時間時計の台紙に入り込みながら物語を考えていく。 

④ 各グループ５分間で発表をする。発表の仕方にいては登場人物を見立てて寸劇をしても良い。 

 

例：研究授業 

   

 

ポイント 

 イラストや写真については、できるだけ多く用意しておく。良いイメージ物だけではなくマイナスイ

メージの物も用意しておき、より具体的に問題点についても考えさせていく。例えばキャンプにマイナ

スな「雨」や今回の対象となる「デジタル機器を使いたいという衝動」など 

 

 

 

 

 

 

 



学習評価 

 

学習評価では、長期は教師間が共有するものとして。 中期はプロジェクトごとの区切りでの評価と

して。 短期は日々の研究日誌で評価している。 

 

３年生の課題研究はまとめの位置づけとしており、生徒がより主体的に活動できるように、生徒主導

型の評価を作成した。 

生徒のみではなく、教師もアドバイスに加わり、生徒がイメージしやすい課題研究で一緒に活動を共

にしている地域おこし協力隊をイメージしてどのように地域に携わっていきたいか、評価してほしい項

目をブレーンストーミングで書き出し、文面化した。これは中期的なルーブリック評価のプロジェクト

ごとで生徒の主体性を評価する項目に入れ込んだ。 



 研究日誌 

 研究日誌 表面 

 



 研究日誌 表面 

 

 



課題研究 フューチャーセンター班 活動ルーブリック （日々）【短期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力概念 評価方法 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

知
識
・
技
術 

研
究
日
誌 

本日の話し合いで出た意見・情報等の記

録が具体的に記述できている。具体的で

教師やアドバイスの言葉など板書以外の

事を自分なりの言葉で整理されている。 

本日の話し合いで出た意見・情

報等の記録が記述できている。 

本日の話し合いで出た意

見・情報等の記録の記述が

少しできている。 

本日の話し合いで出た

意見・情報等の記録が B

より記述ができていな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

研究日誌裏面の記録が整理されている。 

さらにグラフィック等を用いてわかりや

すい。本日の課題・問題点の記録が具体的

に記述されている。 

研究日誌裏面の記録が整理さて

いる。本日の課題・問題点の記録

が記述されている。 

研究日誌裏面の記録があま

り整理されていない 

研究日誌裏面の記録が

B より整理されていな

い。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

研究日誌の内容が具体的に記載されてい

る。また、日誌の内容からリーダーシップ

を発揮している様子を読み取ることがで

きる。 

研究日誌の記録が記載されてい

る。 

提出状況も良い。 

研究日誌の記録を行ってい

るが、内容が薄い。 

提出状況は良い。 

研究日誌の記録を B よ

り行っていない。 

自分自身を客観的な視点で内容を振り返

ることができる。さらに、論理的であり、

今後の展望を述べることができる 

自分自身を客観的な視点で内容

を振り返ることができる。 

自分自身を客観的な視点で

内容をある程度振り返るこ

とができる。 

自分自身を客観的な視

点で内容を B より振り

返ることができていな

い。 



 

課題研究 フューチャーセンター班 活動ルーブリック （プロジェクトごと）【中期】 

学力概念 評価方法 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

生
徒×

教
師 

参
加
型
評
価 

言葉遣いが丁寧で素直さがあり

謙虚さが見受けられる。さらに

常に損得を考えず他人のために

一生懸命取り組んでいる。 

言葉遣いが丁寧で素直さがあり

謙虚さが見受けられる。さらに

常に一生懸命取り組んでいる。 

言葉遣いが丁寧で素直さがあり

謙虚さが見受けられる。 

言葉遣いや素直さのどちらかが

欠けている。 

場の空気を読んで、思いやりを

持って笑顔で積極的に誰よりも

前に踏み出して行動できる。さ

らに、他者と協働してアイデア

を創出することができ、リーダ

ーシップも発揮できる。 

場の空気を読んで、思いやりを

持って笑顔で積極的に行動でき

る。さらに、他者と協働してアイ

デアを創出することができる。 

場の空気を読んで、思いやりを

持って笑顔で行動できる。 

場の空気を読んで、思いやりを

持って笑顔だが、あまり行動で

きない。 

地域の方々にいつでもどんなと

きでも関わりができる。さらに

一言コミュニケーションを取る

きっかけづくりを意図的に行い

良好な関係を築こうとしてい

る。   

地域の方々にいつでもどんなと

きでも積極的に笑顔で挨拶がで

き関わろうとしている。 

地域の方々にいつでも笑顔で挨

拶ができる。 

地域の方々に挨拶ができる。 

外
部
評
価 

地方創生に積極的に取り組み地

域課題に対して企画提案をして

おり、課題がない。 

地方創生に積極的に取り組み地

域課題に対して企画提案を行っ

ている。 

地方創生に対して取り組み、地

域課題を見出して取り組もうと

している。 

地域と協働しているが、プロジ

ェクトが進まない。 

思
考
・
判

断
・
表
現 

日
誌 

斬新な意見やビジネスアイデア

を絞り出し積極的に企画に取り

組むことができる。 

意見やビジネスアイデアを絞り

出し積極的に企画に取り組むこ

とができる。 

意見は出やビジネスアイデアを

絞り出し企画に取り組むことが

できる。 

意見やビジネスアイデアを出す

ことはできるが、あまり絞り出

せず企画に取り組むことがあま

り見受けられない。 

知
識
・
技

術 

テ
ス
ト 

問いに対して多角的な答えがで

きており、学習で得られた知識

を活用できている。 

問いに対して妥当な答えができ

ており、学習で得られた知識を

活用できている。 

問いに対して妥当な答えができ

ている。学習で得られた知識を

少し活用している。 

問いに対して妥当な答えができ

ているが、学習で得られた知識

を活用できていない。 



 

課題研究 フューチャーセンター班 活動ルーブリック （年間）【長期】 

 

学力概念 資質・能力 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

知
識
・
技
術 

商業の各分野について実

務に即して体系的・系統

的に理解するとともに、

相互に関連づけられた技

術を身に付けるようにす

る。 

 

商業の各分野の学習で身に付けた

知識と技術について、実務に即し

て深化・総合化を図り、課題の解

決に生かすことができる。 

さらに、グラフィックハーベステ

ィングの技術も応用発展的に活用

でき、多様な人々と情報を共有す

ることができる。 

商業の各分野の学習で身に

付けた知識と技術につい

て、実務に即して深化・総合

化を図り、課題の解決に生

かすことができる。 

商業の各分野の学習で

身に付けた知識と技術

について、実務に即し

て深化・総合化を図り、

課題の解決に生かすこ

とができる。手法の取

捨選択まではいかな

い。 

商業の各分野の学習で

身に付けた知識と技術

について、実務に即し

て活用しようとしてい

る。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

ビジネスに関する課題を

発見し、ビジネスに携わ

る者として解決策を探求

し、科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決する力

を養う。 

地域に関する課題を発見するとと

もに科学的な根拠に基づいて工夫

してよりよく解決できる。 

さらに、新たな価値をビジネス的

な視点から創造し、問題の発見や

解決につなげ発展向上することが

できる。 

地域に関する課題を発見す

るとともに科学的な根拠に

基づいて工夫してよりよく

解決し考え判断し表現する

ことができる。 

地域に関する課題を発

見するとともに科学的

な根拠に基づいて考え

ることができる。 

地域に関する課題を発

見し考えることができ

る。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

課題を解決する力の向上

を目指して自ら学び、ビ

ジネスの創造と発展に自

らの学習を調整しながら

主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

商業の各分野で学んだ専門的な知

識、技術などの深化・総合化など

課題を解決する力の向上を目指し

て、ビジネスの創造と発展に多様

な人々と主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

さらに、コーディネート力やファ

シリテーション力、対話の場作り

する能力を身に付けようとしてい

る。 

商業の各分野で学んだ専門

的な知識、技術などの深化・

総合化など課題を解決する

力の向上を目指して、ビジ

ネスの創造と発展に多様な

人々と主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

商業の各分野で学んだ

専門的な知識、技術な

どの深化・総合化など

課題を解決する力の向

上を目指してビジネス

の創造と発展に生徒同

士で主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

ビジネスの創造と発展

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしてい

る。 

自分の目標の達成のための行動を、常

に自分自身で見直して反省しながら、

学び続け、次の行動につなげて取り組

むことができる。 

自分の学習を振り返り、常

に改善しようとする意識を

持ち、次への行動に繋げる

ことができる。 

自分の目標に近づく方

策を考え自ら行動する

ことができる。 

自分を向上させるため

に、自分の目標と現実

の差を見つめることが

できる。 


